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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシウム結合タンパク質。カルシウムに応答して、無関係なタンパク質を架橋したり、弱いタンパク質-タンパク質複合体を安定化させるアダプターとして機能する。PDCD6と共に、小胞体（ER）-ゴルジ体輸送に関与する複合体であるBCR(KLHL12)複合体のカルシウム依存性アダプターとして機能し、COPIIコートのサイズを調節する（PubMed:27716508）。細胞質カルシウム濃度の上昇に応答して、PDCD6と共に形成されるヘテロ二量体は、BCR(KLHL12)複合体とSEC31（SEC31AまたはSEC31B）と相互作用し、両者を架橋する。これにより、SEC31のモノユビキチン化と、神経堤の分化に必要なコラーゲン輸送が促進される（PubMed:27716508）。しかしながら、PDCD6と形成されるヘテロ二量体におけるPEF1の役割は不明である。いくつかの報告では、PEF1とPDCD6はカルシウム存在下で協働し、PDCD6とSEC31の会合を促進することが示唆されている（PubMed:27716508）。また、PEF1はカルシウム存在下でPDCD6から解離し、PDCD6の負の調節因子として機能する可能性があることも示唆されている（PubMed:11278427）。さらに、PEF1はER-ゴルジ体輸送の負の調節因子としても機能し、PDCD6とSEC31の相互作用を阻害する可能性がある。
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	PEF1 抗体を使用した K562、ラット脳、C6、3T3、Hela 溶解物中の PEF1 のウエスタン ブロット分析。

